
 

 

東海道新幹線におけるＡＴＣ更新について 

 

ＡＴＣの更新にあたり、平成２３年から小牧研究施設において技術開発を実施し、フィー

ルドでの検証試験などを繰り返し行いながら、現在のＡＴＣの性能を更に高めることに成功

しました。このたびのＡＴＣ更新では、これらの技術開発成果を導入することにより、更な

る信頼性の向上とメンテナンスの効率化を進めてまいります。 

 

１．ＡＴＣ（自動列車制御装置）とは 

・ＡＴＣとは、先行列車との間隔等を考

慮した許容速度を列車の運転台に信

号として表示し、列車速度が許容速度

を上回った場合は自動的にブレーキ

を作動し、許容速度以下まで速度を低

下させるシステムです。 

・新幹線では、進路を一定距離に分割し

て構成される区間（閉そく区間）を定

め、各区間には１つの列車しか入れな

いようにすることで、列車相互間の安

全を確保しています。 

・ＡＴＣ信号は、先行列車との間隔や駅

の進路の開通状況に応じて閉そく区間 

ごとに地上設備で作成されます。その 

ＡＴＣ信号はレールを介して列車に搭 

載したＡＴＣ車上装置に伝送され、車 

上側でＡＴＣ信号をもとに許容速度を 

算出し、信号として運転台に表示します。 

 

２．ＡＴＣ更新の概要 

①  ＡＴＣ地上装置の処理能力の向上 

・一つの地上装置で処理できる軌道回路数が増え、システムを構成する設備数が減り

ます。また設備の正常・異常の判断速度が向上します。 

・これにより、故障頻度の低減が期待できるほか、設備の監視機能も強化されること

から、信頼性の向上及び効率的なメンテナンスの実施が可能になります。 

② ＡＴＣ信号の伝送距離を延伸（最大５ｋｍ→最大２０ｋｍ） 

・ＡＴＣ地上装置の送信出力が向上し、より遠くの軌道回路設備までＡＴＣ信号を伝

送できることから、装置を配置する機器室が駅部に集約できます。 

・これにより、日々のメンテナンスを効率化できる他、万一、故障が発生した際でも、

駅近隣の信号通信所にいる社員が、現地まで移動する時間を短縮できるため、処置

時間が短縮できます。 

 

３．スケジュール 

・平成２６年１２月～平成３８年度 

 

４．工事費 

  ・５４６億円 

平成２６年１２月１８日
東海旅客鉄道株式会社 

ＡＴＣの仕組み
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先行列車

地上設備
（位置補正用）

①先行列車の位置情報
（ATC信号）

⑤速度が信号を超過すると
ブレーキが動作

③先行列車と自列車の位置情報から
信号（速度照査パターン）作成

自列車の
速度
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【現 在】
沿線機器室 沿線機器室駅機器室

信号

最大
５ｋｍ

最大
５ｋｍ

駅

ＡＴＣ信号

【取替後】

駅機器室
最大
２０ｋ

最大
２０ｋ

６０→２４機器室

駅

ＡＴＣ信号
２０ｋｍ ２０ｋｍ

・ ＡＴＣ地上装置の処理能力を向上
収容可能な軌道回路数を増大

技術開発の成果

・ ＡＴＣ信号の伝送距離を延伸

⇒収容可能な軌道回路数を増大

⇒最大５ｋｍから最大２０ｋｍ （６０→２４機器室）

ＡＴＣ地上装置

○導入の効果
更なる信頼性の向上、メンテナンスの効率化
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